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1.は じめに

大学における国際化とは海外の大学 と交流提携 を結び、学術交流や学生交流を中心とし

た相互交流や派遣があ り、また一方で、在学 している留学生 との交流会やチューターとし

て日本人学生がサポー ト役になる等の活動が挙げられるであろう。そのため、学内におけ

る活動 としては、留学生を中心 とした活動 とな りがちであり、日本の在学生が主となる活

動、或いは留学生 との対等な関係においての交流は少ないのが現状であるといえる。

日本の大学では英語をはじめ とした様々な外国語や外国文化の理解に関する講義が開講

されているが、本学において も、平成20年 度現在、外国語科 目として英語の他に ドイツ

語、フランス語、中国語、韓国語、スペイン語、イタリア語が開講されてお り、同時に外

国文化の理解のために 「国際化 と異文化理解」に関する授業 も開講されている。学生は各

自が興味のある外国語や外国文化 を学ぶことがで きるが、外国語科 目については中級 レベ

ル程度にとどまり、該当言語の母語話者との問で実際にコミュニケーションを取る等、学

習 したことばを実際に使った相互理解のための機会が非常に限 られている。

上述 した国際化が外国 との交流が主な目的である 「外 との国際化」であるとするなら

ば、学内において日本人学習者 を中心とした教育活動 を通 じての 「内か らの国際化」 も存

在すると考えられる。つ まり、日本の大学内において学生が学んだ外国語を用いて、その

言語の母語話者である留学生 と直接交流をすることにより、そのことばの話 されている国

や地域、人々に対する理解に繋が り、また同時に、外国語学習意欲の向上のきっかけにも

なり、最終的には学内における 「内からの国際化」1)へと発展 させることが可能であろう。

今回、「内か らの国際化」の第一歩 として、平成20年 度前期に日本人学生 と留学生との

交流会である 『パー トナーシップ』 を、後期には日本人学生が中国語 または韓国語を用い

てスピーチ形式で発表する 『ことばのフェスティバル』を開催 した。本稿ではこれら二つ

の教育交流活動についての報告を行なう。
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2.教 育交流活動の必 要性

『パ ー トナー シ ップ』 及 び 『こ とばの フェステ ィバ ル』 は これ まで本学 におけ る第二外

国語教育 の実践及 び研 究の流 れか ら始 まった ものである。 これ は、 カ リキュラムの改定や

教材 の製作 といった教育 の システム面 におい て充実 して きた結果、学習者が履修 した外 国

語の基礎 を しっか り身につけた段 階か ら、次の レベ ルへ とステ ップア ップを 目指せ る一段

階 にあ る と考 え られ る。つ ま り、「学 ん だ ことば を教室 の外 で も使 って みたい」 「学 んだ

ことばが使 われ ている文化 に興 味が湧 き、 こ とばを使 ってその文化 に触れてみ たい」等 と

い った、 ことばその ものの学習 か らことば を何 らかの形 で実践 させ ようとす る段階 に移 り

つつあ ると言え る。

これ まで筆者(魏)の 本学 における中国語学習者の 内発 的動機 づけ による学習動機 の傾

向 を分類 してみる と、大 き く次の ようにパ ター ン分類 す ることが予測で きる。

①中国を旅行 してみたいため

②留学先 として考えているため

③検定試験 を目指 し、就職に活かしたいため

④中国の文化を理解 したいため

上記 の ように、中国語 とい う語学 その ものの学習 も重要視 されてい るが、文化的 な側面

か らの接近 も重要視 されてお り、学習者 の 目的が 多様化 してい ると言 えよう。

ところが、い ざ学習者が教室 の外 で学 習 してい るこ とばに触 れ ようと思 って も、 なかな

かその機 会 に巡 り会 えず、結 局、学習 面で もそ れ以上 の レベ ル に伸 ば した り、 モチベ ー

シ ョンを維 持 してい くこ とも容易 でな くな って くるのが現状 であ ろう。 また、同 じキャ ン

パ ス内には学んだ外国語 を母語 とす る留学 生がい るが、彼 らと交流 す る機会 もな く、その

まま学生生活 を終 えて しま うケースが多 い。

一方 、留学生 の状 況 を見 る と、筆者(魏)の 経験 上、来 日後 、大学 に入学 してか ら1年

次 、2年 次には 日本語の授業 を通 じて 日本語 の学習が可能 であ り、 また、留学 生活の新鮮

さか ら何事 にで もチ ャレンジ しよ うとい う気持 ちを持 って いるが 、3年 次 には 日本語の授

業 も履修 しな くな り、専 門科 目の履修 に入 る と周囲の 日本 人学生 ともコ ミュニケー シ ョン

の接点が 薄 くなるため、 日本人学生 との付 き合いが平行線の まま留学生活 が終 わ って しま

う。 また、慣 れている 日本での生活 で も価値観 や行動 様式の違 いか ら、文 化的な不適応 も

生 じるこ とあるため、留学生活 を成功 させ るこ とが で きな くなって しまう場 合 もある。
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この ように、 日本 の学生 と留学生の 問には同 じキ ャ ンパ スにいなが らもお互いの見 えな

い壁や入 りが たい輪 が存在 し、お互い に とって助け合 える部分 がある にもかかわ らず、接

点が持て ない まま大学での4年 間の生活 を終 えて しまう現実 がある。

この よ うな 日本の学生 と留学生の現状 を鑑 み る と、相互 の問に きっかけ を提供 し、その

きっか けを通 じて積極 的な相互交流及 び相互学 習 を 目的 とした教 育交流活動が必要 になっ

て くると言 えるであ ろう。

『パ ー トナー シ ップ』 と 「こ とばの フェス テ ィバル』 はそれぞ れが独 立 した内容の違 う

もので あるが(詳 細 は次章)、 お互いが有機 的 に機能 している ものであ る。つ まり、『パ ー

トナー シップ』 において 、これ まで習 った外 国語 を使 うことに よ り、「通 じる」 ことを実

感す る と同時 に 自信 に結 び付 ける。そ して、パー トナー との出会いか ら友 人に発展 し、相

互交流が始 まり、そ こでは、 日本 人学生 や留学 生の垣根 を越 えた様 々なタイプの友 人が で

き、交流 を通 じて刺激 を与 えあ うこ とに よ り、語学学習 の面 において も目的が多様化 して

くる。例 えば、外 国語 であれば留学や検定試験 に挑戦 し、 自らの 目標設定や就職 でア ピー

ルす るための資格取得の ための動機 に も繋 がる ことであろ う。

また、 「ことばの フェステ ィバ ル』 では、聴衆 の前 で発表す るため に 『パ ー トナー シッ

プ』 で築 いた友 人 と共 に準備段階 か ら発表原稿の作成作業 、発表練習 を通 じなが ら学習者

の語 学力 を伸 ばす だけでは な く、留 学生 の 自文化 発見 に も繋 が り(資 料:『 ことばの フェ

ステ ィバ ル』 パー トナーの感想参照)、 相互学 習 を通 じた異文化 理解教育 も可能 とな るの

である。

ここまでは外国語 を学 んでいる学習者 を対 象 とした 『パー トナーシ ップ』 と 『ことばの

フェ ステ ィバ ル』へ の参加意義 について述べ たが 、中国語等の 第二外 国語 は大学 に入 って

か ら初めて習 う外 国語 である場 合が多い ため 、入学 して問 もない学習者 に とって は上記 の

流れか らす る と二つ の活動 は高い壁の よ うに見え るか もしれない。 しか し、個 々の外 国語

の レベ ルに関係 な く、相互 交流 す るこ とに よ り、異文化理解 の活動へ 繋が り、それが さら

に質の高い外国語学習へ と発展 させ るこ とも可能 である。
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3.教 育交流活動の実践

ここでは 『パ ー トナー シップ』 と 「こ とばの フェステ ィバル』 の実施 にあた り、① 企画

意 図及び 目的、②準 備過程、③ 実施 内容 、④ 反省点 につ いて まとめ る。 なお 、それぞれの

項 目は語学 教育 部学習支 援 プ ログラム委 員会 にお ける企画書 と報告 書 を基 に作 成 してい

る。
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3.1『 パー トナー シップ』実施内容

① 企画意 図及び 目的

本学 において第二外 国語科 目を選択す る学生 の中には、履 修可能 な授業科 目数が豊

富 とはいえない状況 であ りなが ら も、非常 に高い学 習意欲 を持 って いる学 生が いる。

彼 らは、正規の科 目以外 に も、語 学セ ンターの講座 をは じめ、 さまざまなプログラム

に積極 的 に参加 し、授業 内での学 習 とい う枠 を越 え、 自らの語学力 を用 いて外 国人 と

活 きた会話 を交 わ し、交流す る機 会 を求めてい る。

一方、本学 に留学 している留学 生の 中には、 日本 とい う異国 に身を置 き、言葉や文

化 の壁 を日々感 じなが ら、 日本人 と交流す る機会 のない まま自国の仲 間達 同士 で集 ま

り、留学 生活 を過 ご して しまう留 学生 もい る。彼 らもまた、同年代の 日本 の学生 と交

流 で きる きっかけ を渇望 してい るのは明 らかであ る。

そ こで、語学教育部第二外 国語 担当者 よ り 『パ ー トナー シ ップ』 と題 し、 日本 の学

生 と留学 生 とが知 り合 い、親 し く交流で きる機会 を企 画 した。 は じめ て出会 う日本 の

学生 と中国 ・台湾 ・韓 国等 の留学 生が和 気謁 々 と集 い、互 いの語学能力 を運用 しなが

ら会話 を始 め るこ とで、双方が 求め ている交流 を実 現 して貰 うこ とを目指す。後 々、

双方 の学生 達が各 々重要 なパ ー トナー と して、 自主 的かつ積 極的 に文化交流活動 を展

開す るために も、 この企 画はその出発点 と して重要 な意義 を持つ もの と考 える。

② 準備過程

・第二外国語履修者への参加呼びかけ(ポ スター掲示、授業内チ ラシ配布、語学教育

部ホームページ掲載、近テレ放映依頼)

・留学生総会長及び各国留学生会長への参加呼びかけ

・参加受付(チ ケ ット発券、第二外国語サロン室利用)

・会場確保

③ 実 施 内 容

・日 時:2008年6月11日(水)午 後2時50分 ～4時20分(第4時 限)

・場 所:11月 ホ ー ルCafeteriaNovember
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・当 日の流 れ

ア

イ

ウ
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オ

受付後、6つ のテーブルに日本の学生 と留学生の比率 を合わせながら着席

教員、留学生代表、日本の学生代表挨拶

同じテーブルにいる学生同士の挨拶 と名刺交換、フリー トーキング(使 用する

言語はできるだけ留学生の母語 を使用するように促 したが、特に制限は設けな

い。)

台湾の留学生による台湾のゲーム紹介

座席を移動 しなが ら名刺交換及びフリー トーキング

籍3
0
0
⑩

Z
P
α

・参加人数及び内訳

表1参 加人数 (名)

事前申し込み 当日申し込み 合計

日本学生 33 6 39

留学生 26 6 32

59 12 71
　

表2参 加学生の内訳(学 部、日本の学生のみ) (名)一
法7理 工3

経済2薬1

経営12文 芸12
一

(申込時学部未記入2名)

表3履 修第二外国語(回 答分、日本の学生のみ) (名)

ドイツ語 1 韓国語 2

フラ ンス語 2 スペイ ン語 1

中国語 25 イタリア語 1

(二つの言語履修 も含む)

学生交流から始める国際化 羅5
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表4留 学生の出身 (名)

中国 7 カナ ダ 2

台湾 8 イ ン ドネシア 1

韓国 10 パ キスタ ン 1

④ 反省点

・当 日の時間配分 の再設定

・学生 同士 で話 を している問 は食べ る時間 もないため
、飲み物 のみ を準備す る。 これ

によ り、会費 をさ らに抑 えるこ ともで きる。(今 回の会 費は500円)

・履修外 国語 や参加動機等 の ア ンケー トを実施 し
、外 国語 教育、及 び学 習 との関連性

を探 る。

3.2『 ことばのフ ェステ ィバル』 実施内容

① 企画意図及 び 目的

2008年 度前期(6月)に は、留学生 との交流 会 『パ ー トナー シ ップ』 を開催 し、 こ

の交流会で は、様 々な留学 生 との交流のみ だけではな く、学生 の学ぶ外 国語 を母語 と

する留 学生 とパー トナーがで き、交流会以降 も積 極的 な交流が続 いている。

そ こで・ この 『こ とばのフェステ ィバル』 で は自 らが 身につ けた語学力 を活 か して

ス ピーチ形式や短い演劇形式 で発 表す ることを、留学生 との共同作業 を通 じて行 な う

ことに よ り・学生 に自信感 を持 たせ 、学生 間の活発 な国際 交流 にも結 び付 くもの と考

え られる。

② 準備過程

・第二外国語履修者への参加呼びかけ(ポ スター掲示
、授業内チラシ配布、語学教育

部及び大学ホームページ掲載)

・参加受付(第 二外国語サロン室利用)

・会場確保

・留学生パー トナーが必要な発表者への紹介

・発表原稿の受け取 り(発 表時間は3分 に制限)

・当日配布資料作成

・中国語及び韓国語履修者への観覧案内
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③ 実施 内容

・日時:2008年12月10日(水)午 後4時30分 ～6時00分(第5時 限)

・場所:11号 館5-4号 室

・当 日の流 れ

ア.受 付 、 日本語 に訳 した発表要約集 の配布

イ.第 二外 国語教育主任 の挨拶

ウ.発 表

工.中 国語 、韓 国語歌詞 での クリスマス ソング合唱

オ.表 彰

力.学 習支援 プロ グラム委員長に よる総評

キ.記 念撮影

・参加人数及 び内訳

表5発 表学生の内訳及び観客数

*発 表人数の(
)内 は学部別の人数

轟J
O
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発表言語 発表人数 備考 一一一　

中国語 9名(文 芸3経 済2理 ⊥2 法2)
一

韓国語 一1 3名(文 芸2経 営1)

田
合計

一一一 一 一一一

11名

一

1名 当日不参加

露 一i⊥ ⊥ 一⊥[糎 名⊥三[∬1「 教職員も含む

・発表 内容 の審査

中国語、及び韓 国語 の審査 各2名(ネ イテ ィブ1名 、 ノ ンネイテ ィブ1名)に よ

る、語学面の審査 と、学 習支援 委員(2名)及 び第二外 国語 主任 による、発表態

度面か らの審査

・結果

1位 一文 芸2年 生(韓 国語)2位 一文芸1年 生(韓 国語)3位 一理 工2年 生

(中 国語)特 別賞 一理工2年 生(中 国語)
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④ 反省点

・準備期 間の十分 な確保がで きなか った。

・スピーチ部 門以外での参加(シ ョー トコ ン ト部 門、歌部 門)の 呼 びかけ

・『パー トナー シ ップ』 との連続性強化

・発表内容のあ らす じを 日本語で解説す る等 、聴衆へ の フォロー

4.今 後 の発展にむけての課題

2008年 度の教育交流活動 を行 なって今後の発展 に向けてい くつか課題が考 え られるが、

ここでは 『パー トナー シ ップ』 と 『こ とばの フェステ ィバ ル』 に共通 す る課題 と、 また、

それぞれ個別の課題 について挙げてみ る。

① 共通の課題

・語学教育と関連するプログラムとしての定着

今回の教育交流活動 を一過性のイベ ントで終了するのではなく、常に外国語学習

が持続できるよう語学教育プログラムの発展型の一部 として考える。これにより、

モチベーションの維持、さらなるレベルアップに努めることができよう。

・参加者に対する履修外国語や参加動機等のアンケー ト実施

今回実施 した分については資料 として添付 してある。全て主観式であったため、

今後は外国語学習の動機づけや学習効果と関連付けた内容 を取 り入れてアンケー ト

を実施する予定である。

・他言語に対する興味の喚起

日本の学生 と留学生の間では非常に積極的に交流を行なっていた。 日本の学生同

士でも、発表者の姿を見て他言語にも興味を持つようになった様子が伺え、他言語

の学習にも影響を与えるものと考えられる。

・日本の学生 と留学生の接点の確立

日本の学生 も留学生も、お互い出会 うきっかけを手探 りしている状態である。中

国語及び韓国語 を履修する学生が どこで、どのようにすれば、中国語及び韓国語の

母語話者 と接点 を持つことがで きるか、 きっかけを提供する必要がある。また、そ

の他の外国語、外国文化に興味のある学生に対 して も同様である。

・教員間の連携

本教育交流活動を語学教育部の年間計画 として組み込むことにより、年度初めか
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ら各教員が意識的に授業中等で学生に告知することができるであろう。

・国際交流室 との連携:留 学生への支援

今回は留学生総会長 と各国留学生会長を通 じて各留学生に伝える形であったが、

今後は入学時及び学期中に、学内に対 して本教育交流活動が存在することを宣伝す

ることで、留学生にとってもより一一層近畿大学における学生生活を充実させること

が可能であると思われる。

鱒
O
O
難3

Z
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② 『パー トナー シップ』 の課題

・初学者へ の働 きかけ

前期 に実施す るため、特 に1年 生 を中心 とした、第二外国語のいず れかを初 めて

学ぶ学生のモチベー シ ョンを維持す るよう、積極的 な参加 を促す。

・大学生活 におけ るパー トナー制度の確 立

「パ ー トナ ーシ ップ』 時 のみの交流 で終 わって しまったケ ース もあ った。本 来の

実施意図 であるパ ー トナー と出会 うこ とで、 日本の学生 と留学生 が対等 な立場 で学

習及 び大学生活 全般 において切磋琢磨 してい く関係が で きる ようなパー トナー制度

を確立す る。

③ 『こ とばのフェステ ィバ ル』 の課題

・発表言語 の拡大

今 回の発表言語が 中国語 と韓 国語のみで あった。今 後は本学で開講 されている初

修外 国語科 目で も参加 がで きる よう、教員 の協力 を得 なが ら、多様性 に富 んだ 『こ

とばの フェステ ィバル』 を目指す。

・『ことばの フェステ ィバル』 か らの発展

『こ とばの フェステ ィバ ル』 を通 じて、 国際交流サ ー クルの結成 、中国語及 び韓

国語 の新 聞作 成等 の学生 が 主体 的 に動 け る まで、教 員側 よ りサ ポ ー トを行 ない、

「相互接近、相互浸透」(魏:2008)を 通 じて教育 の質の向上 を目指 す。

5.む すび

今 回の二つの教育交流活動 に よって、参加 者が交流 に よ り相 互理解 への きっか けをつ か

み、 また、学 習の共有化 を得 る ことがで きた と言 え よう。 これ は、「内か らの 国際化」、つ

ま り、学内 にお ける 日本 の学生 に よる外 国語学習 を主体 的に行 なうこ とか ら国際化 を進 め
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るための、きっかけになる活動であったと言える。

今回の試みは、日本の学生、留学生 といった枠を取 り払い、それぞれの領域を越えて大

学生活の4年 間を一層楽 しく充実させなが ら学べる環境作 りであ り、在学中だけでなく卒

業後 も 「近大で学べてよかった」、そ して企業からも 「近大の学生 を採用 してよかった」

という声が聞こえて くるための、第一歩である。また、留学生の満足度が上がれば、母

国における近畿大学のアピールが自然と行われ、「内からの国際化」から 「外 との国際化」

へ と発展 してい くことであろう。

今回の教育交流活動の規模は決 して大きいとは言えないが、毎年このような活動を定例

化することによって次第に規模が拡大され、本学の語学教育が活性化され、同時に在学生

の満足度を引き上げることにも繋がるであろう。

註

1)「 国際化」 という用語については様々な定義が見られるが、本稿で使用している 「内からの

国際化」とは、 日本において日本語母語話者に対する外国語教育や異文化教育を通 じて外

国への理解を進めるための教育を表 している。留学生、海外 ・帰国子女や定住外国人に対

する教育である 「内なる国際化」(恒 吉,2005:40)と は異なる。
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資料編

1.『 パー トナー シップ』 への参加感想

2.「 ことばの フェステ ィバル』 発表者の感想

3.『 ことばの フェステ ィバル』 パー トナー(留 学生)の 感想

4.『 ことばの フェステ ィバル』 聴衆の感想

5.『 ことばの フェステ ィバル』 中国語、韓国語での発表原稿及 び発表原稿 の 日本語訳

6.『 パー トナー シップ』 及び 『ことばの フェステ ィバ ル』 の写真

*感 想や発表原稿 に記載 されている個 人名 を伏 せてあ る
。
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1『 パー トナー シ ップ』への参力口感想

パー トナー シ ップに参加 して、 まず近大 にこんな にた くさんの留学生 の方がい るの だ

と知 り驚 きま した。 それ と同時 にた くさんの留学生 や外 国語 に興味 のあ る友達 がで き、

とて も嬉 しか ったです。外 国語 に興味の ある友達 がで きた こ とで、刺激 され、私 も中国

語 の勉強 を もっと頑張 ろ う と思 うよ うにな りました。パ ー トナ ーシ ップは友達 の幅 も、

私 の視野 も広 げて くれる、 とて もいい機会で した。

(文芸学部2年 生)

友達 と一緒で はな く、独 りで参加 した とい う事 もあ って、か な り緊張 したの を覚 えて

い ます。留学生の子 たちはけっ こう友達 同十 で来て る子が多 い ようだったので話せ るか

な と思 ってい たけれ ど、た また ま同 じテーブルで隣 になった子 に勇気 を出 して話 しか け

た ら、す っ ご く気 さ くな子で 、その子 と友 だ ち も一緒 に楽 しく話す ことが で きま した。

日本語がす っご く上手 でび っ くりしま した。 その後のバ ーベ キューには参加で きなか っ

た けれ ど、その後 た また ま同 じ講義 を とっていて大学内で会 った ら喋 るようにな りま し

た。 こんな機会が なかった ら、留学生 の友 だ ちなんてで きなかった と思い ます。本 当に

参加 して よか ったです。

(文芸学部2年 生)

まず、パー トナー シ ップに参加 したこ とを心 か ら感謝 します。た くさんの 日本人 と交

流す るこ とがで きた。 日本語 を勉強す る ことに非常 に役 立 った。交流の 間に、台湾 と日

本 の違 うところが比較 で きる し、今 まで分 か らない ことをた くさん教 え られた。 日本 人

と友 になるこ とが難 しい と思 うけれ ども、今度のパー トナ ーシ ップに参加 した ら、い ろ
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んな話 を しま した。 日本人 と友 になることは難 しい ことで はない。近大 に来て、みん な

と出会 って本当に よか った と思い ます。 また この ようなイベ ン トがあ るなら是非参加 さ

せ て下 さい。

(文芸学研究科留学生1年 生)

2『 ことばの フェステ ィバル』発表者の感想

とて もいい機会 を与 えて頂 いた と思 ってい ます 。A先 生やB先 生 をは じめ とす る先生

方 には大変感謝 してい ます。留学生 と関わ りを持つ、いい きっかけに もな りま した。準

備期間 中は、留学生 と一緒 ご飯 を食べ にいった り、中国語 を教 えて もらった りどれ もこ

れ も私 に とっていい経験 で した。普段 で きない、生 の 中国語 を勉強 で きた と思 い ます。

発表は、運悪 く トップバ ッターで とて も緊張 しま したが、雰囲気が温 か くとて もや りや

す か ったです。み んなの発表 を見 るこ ともで き、非常 にい い刺 激 になった と思 い ます。

是非 、機 会があれば、次 ももちろん中国語で出場 したいです111

(文芸学 部3年 生)

今 回先生 に薦 め られて コ ンテス ト出場 を決め、 わず か二週 間 とい う期間で準備 を しま

した・パ ー トナー を紹 介 して もらい、す き間時間 を見つ けては添削 ・練習 に励 み ました。

い ままで第二外 国語 と して 中国語 をやって きま したが、正直 こ こまで力 を入れ たの は初

めてで した☆お互 い協 力 して築 き上 げてい くことは とて も大切 だ と思 い ま した。賞 をと

る ことが大事 なのではな く、参加 して国際感性 を豊 か に した り、交流 を深 め ることの ほ

うがず っと大事 だ と思 い ま した。パー トナーには もちろん、先生 に も紹介 していただい

たので感謝 してい ます。 クラスのみん なと も仲良 くなる ことがで きま した。 ただ もう少

し練 習す る期 間が ほ しか ったです。(最 低3週 間 ぐらい)も っ ともっと頑張 ろ う と思 い

ま した1

(経済学部3年 生)

今回・ ことばのフェスティバル に参加 してみて、多 くの ことを学 ぶ ことが 出来 ま した。

私 にとって中国語 は1年 生か ら勉強 していて大好 きな もので したが 、ス ピーチ とい う

のは初 めてで今 まで とは全 く違 う中国語 に対す る関わ り方で した。 自分 で中国語 を考え

てその発音練習 をす るのは、教科書 や黒板 と向 き合 う授業 よ りもっ ともっ と積極 的な勉

強方法 で、短 い時間です ご く多 くの ことを吸収 で きた と思い ます。

今 回が第1回 であ った とい うこともあ って、要領が よ くつかめな くて、先生か らこ と
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ばの フェス テ ィバ ルをす る とい うことは早 くか ら聞いていたのですが、実際 の内容 を聞

いて、原稿 を提 出 し、本番 での発 表 までが非常 に短 くてあ ま りよ く練習で きませ んで し

た。 しか し、パ ー トナーの方 と密 に時問 を とって会って練 習 を見て もらうのは非常 に良

い経験 で した。留 学生の方 と接 す る機 会 に もなって非常 に嬉 しか ったです。

本番 は とてつ もない緊張 に襲われ、場 にの まれ、めち ゃ くちゃな発表 になって しまい

ま したが、 またそれ も良い経験 で した。

次回 もまた参加 したい と思い ます。

(文芸学 部3年 生)
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正直 、 この ス ピーチ コ ンテス トに出 る こ とが決 まっ たのがか な りギ リギ リだ ったの

で、原稿 の準備が大変 で した。 申込み を してか ら原稿提 出 日までが1週 間 もなかったの

で、 どう して も期 日までに完成 させ るこ とが 出来 ませ んで した。 このス ピーチ コンテス

トに出た こ とで留学 生 と交 流 で きた り、語学 の勉 強 も出来た りと、い ろい ろな面で よ

かった ことがた くさんあ ります 。その中で も一番 良かった ことは、や は り人前 に出て発

表す る ことがで きたこ とです。 本番 は とて も緊張 しましたが、人前 に出て発表す る勇気

が少 しつ いたので はないか と思 い ます。 この企画 があ ったか らこそ、留学生 との交流 、

人前 で発表す る勇気 な ど、いろんな ことを手 に入 れる ことがで きた と思 います。 この企

画 に参加 で きて本 当に よかった と思 い ます。あ りが とうござい ま した。

(文芸学部1年 生)

私 は中国語 を勉 強 し始 めて二年 にな りますが、今 回の イベ ン トは、その二年 間が いか

に浅 かったか を教 えて くれ ました。私 が参加 を決 めた時は 「きっと適当 にや った らで き

るだろ う」 とたか を括 ってい ましたが、本番 に近づ くにつれ、それが大 きな間違 いだ と

感 じるよ うにな りま した。 「この ま まで は駄 目だ」 と思 った とき助 けて くれたの は留学

生 のパ ー トナーで した。文章 ガ タガ タ発音 もガタガ タだったので このパ ー トナー と組 む

とい う制度 は凄 く有 りが たかったです 。

(理工学部2年 生)

ことばの フェス ティバ ルに参加 したの は就職活動 のネ タのためで したが 、パ ー トナー

と練 習す る度 に仲良 くなれた のがわ か って嬉 しか った し、当 日も緊張 しま したが、終

わってみ る とまた参加 したい と思 い ま した。人数 もち ょうどよ くて、楽 しか ったです。
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次回参加す るときは コン トとか面白い ことに挑 戦 してみたいです。

(経済学部3年 生)

私が ギ リギ リになってエ ン トリー したか らなのです が、 ドタバ タの 中で作業 を行い、

諸事 時間が足 りなかったこ とをまず思 いだ します。

留学生 のCさ んとの時間 も意外 に合 わず、二 回 ぐらい しか会 えなかった と思い ます。

ただ、忙 しかった分非常 に熱 中で きま した。Cさ ん との対話 も、短 い間で したが とて

も楽 しく、興味深い もので した。

結局、練習不足 と手抜 か りか ら発表 は しどろ もどろに なって しまいま したが、す がす

が しい気持 ちで終え ることがで き、 よか ったです。

会場 の雰 囲気や先生 方の司会 は非常 にテ ンポが良 くて、私が ち ょっ と警 戒 してい た、

雰囲気 が詰 まって しまうような ことが無 く、発 表が非常 に楽 に行 えま した。

不足 が憂慮 されてい た発表時 間が意外 に適量 だったのは、雰囲気 が重 くな らず、参加

者 が勢 いをつ けて喋 るこ とが で きたか らだ と思 い ます。

難 しい局面 は多か ったですが 、全体 として勢 いがあって、 とて も楽 しい会で した。

(法学部2年 生)

今 回参加 出来 て とて も良か った と思 ってい ます。 とて も楽 しかったです。今 まで授業

等で は受 身の中国語 で したが、今 回は留学生 と協力 しなが ら文章 を考 え、書 き、読む と

い う自 ら行動 して中国語 に触 れ るこ とが 出来 ました。最 初 は参加す る ことに多少迷いが

あ りま した・知 り合 いの留学 生がい ない し、 まった く中国語 に自信が なかったので、参

加 を決めた時か ら不安 に感 じてい ま した。 しか し、何事 もや ってみ ない と分 か らないで

す し中国語 に対 しての恐怖 感 も少 しずつ無 くなってい きま した。 また、留学生 と交流 す

る ことで新た な世界 を発見 で きス ピーチの為 だけで な く、私 の成長 に も繋が った と感 じ

てい ます・今回の参加 を通 して更 に中国語が好 きにな り、今後 もた くさんの経験 を して

中国語 を学 んでい きたい と考 えてい ます。 も し、 また この ような中国語 に触れ る機会が

あるな らば是非参加 してみ たいです 。皆 さんが発表 され た原稿 を読 んでみたい と思 って

いるのですが 、可能で した ら見 てみ たいです。 あ りが とうござい ました。

(法学部2年 生)

今 回の こ とばのフェステ ィバ ルは自分 に とっていい経験 だった と思 い ます。 その中で
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学 んだ ことをい くつか挙 げます。 まずは、練習す るこ とは非常 に重要であ るこ とが わか

りま した。 なか なか文 章が覚 え られず、忙 しい中で も覚 えなけれ ば な らない とい うプ

レッシ ャーは 自分 にとっていい経験 になった と思 い ます。 また、パー トナ ーに も忙 しい

なが ら付 き添 って もらい、 自分 の弱点 な どい ろい ろ指摘 して もらい ま した。 自分 に とっ

て教科書 だけでは知 るこ とがで きない大 きなこ とを学 び ました。パー トナ ーには とて も

感謝 してい ます。2つ 目に、人 の前 に出て発表す る難 しさを知 りま した。練習で は うま

くいっていた ことが本番 になる とどうもうま くいか ない…発 表後は 「もう少 しうま くい

けたのではないか?」 と後悔 もしま した。結 果的 に好成績 をいただいたのですが、何 か

物足 りない。 そ う思 ったの は、 もっ と勉 強 ・練 習 して自分 を磨 け とい う教訓 を得 たか ら

だ と思い ます。「向上心」 を胸 に、 さらに 自分 の持 つ力 を高めてい きたい と思い ます。

(理工学部2年 生)
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今 回参加 させ て もらって 、 とて も良 い経験 をさせ て もらい ま した。普段の授業 で留学

生 とイ中良 くなるこ とはないので、留学生 の友達 が出来た ことが嬉 しか ったです。

で も残 念だったのは留学生 も授業が忙 しいみ たい で、本番 まで に一緒 に練習す る時間

が あんま り無か ったこ とです。

ペ アの留学生 が同 じ学部 の人だった ら、時 間が もっ ととれて、学部 の話 も出来ていい

ん じゃないか なと思い ま した。 あ と、出場 者 同士 の交流 が もう少 しあ った らいいな と思

い ます。

今 回、 とって も楽 しかったので、是非 次回 も出場 したいです1

(文芸学部2年 生)

今回のス ピーチ コ ンテス トで一番良い と感 じたのは留学生 と一緒 に頑張 るとい う形式

です。留学生 は大学 内にはた くさんいて も自分 の周 りにはあ ま りいなかった り近 くにい

て も交流す る機会が なかった りす るので特 にそ う感 じま した。勉 強 を見て もらうだけで

な く一一緒 に勉強 していた ら何 か しら交流が持 て るので良 い と思 い ま した。 また今 回の コ

ンテ ス トを見に来 て同 じ期 間 自分 も勉強 してい るの にあ んなに も流暢 に喋 る事が 出来 る

人がい るの だ と、 とて も刺 激 を受 けた と言 っていて出 る人だけではな く周 りの人 に良 い

影響 を与 え られたのだ と思い ま した。 自分 で原稿 を作 っていて まだ まだ語学力が足 りな

い こ と、 イン トネー シ ョンが違 うこ とを実 感 しもっ と勉 強 を頑張 ろう と思 えま した。 自

分が どれだけ上達 したのか実力 を図れる場 だ と も思 うので これか ら もぜ ひ続 けていって
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欲 しい と思 います。

(文芸学部2年 生)

3「 ことばのフ ェステ ィバル』パー トナー(留 学生)の 感想

漠然 に 日本語 を習 いたい と思 って勉強 して きてか らもう8年 近 くな りま した。 で も未

だ にうま く喋 ることがで きなか ったので今回のD君 の発表 の準備 を手伝 わせ て もらった

ことがす ごい幸運 ではないか と思い ます。俺 も最初 は頑張 った な…… な ど思い なが ら昔

のや る気 が戻 って きた感 じです。D君 か ら日本語の原稿 をもらって、 これ を どうハ ング

ルに訳 した らいいか な、 日本 にはない概 念 をどうや って うま く伝 えるか、 日本のハ ング

ル学 習者 に易 しい発音 に した方 がいいか な等、い ろい ろ話 し合 いなが ら訳 した ことが本

当に僕 に役 に立 った と思 い ます。残念 なが らD君 が風邪で欠席す るこ とにな りま した け

ど今 回で 日本人が どの部分 を気 になって知 りたいのか少 しは分 かった気 が します。 これ

か らの 日本語の勉強 に参考 させ ていただ きたい と思 います。 あ りが とうご ざいます。

(文芸学部4年 生)

4『 ことばの フェステ ィバル』 聴衆 の感想

私 と同 じ授業 を受 け てい る とは思 えない ほ どす らす らと流暢 な 中国語、韓 国語の ス

ピーチ で とて も私 自身刺激 を受 け ま した。 中国語や韓 国語 が た とえ、 聞 き取 れな くて

も・ 身振 り・手振 りや表情 な どで言 いたい ことが何 とな くで もわか る し、相手が懸命 に

話 し・伝 え ようと してい る とこち らも懸命 に聞 こうと思 ったので、やは り、言語が違 っ

て も・互いが歩 み よ り、互いが伝 えよ うとす れば、国際的 な壁 なんてないのだ とい うこ

とを、学べ させていただ きま した。 とて も面 白か ったです。

(文芸 学部2年 生)

私 は 『ことばの フェステ ィバ ル』 を見て、皆がつ たない中国語 か韓 国語 なが らも一生

懸命 ス ピーチ してい る姿 が とて もカッコよかった。「きよ しこの夜」 を中国語 で歌 った

もの初め てだ し、 とて も意義 のある時 間 となった。

(文芸学部2年 生)

最初 は正直・皆何 を言 ってるか どうせ分 らん し、聞いているの は退屈や ろ うと思 って

い ま した・ 日本 語で話 す 内容 書 かれ た もの ももらい も したが、そ れが わか って し もう
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と、 もうつ まらないだ ろう と高 を く くってい ま した。 しか し、実際発表が始 まる と、皆

す ご く言葉 が流暢です らす ら話す ので驚 くとと もにこち らも楽 しくなって きま した。感

情移入 して しまい、つ っか えた ら私 までハ ラハ ラ しま した。結果 と して、私 の友達が優

勝で きた こともす ご く嬉 しか ったです。

(文芸学部2年 生)
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み んな本 当に上手 でび っ くりした。 同 じ時間勉強 した2回 生 、中には1回 生の子 まで

いたの に、自分 は何 や ってた んだろ うと思 って しまう。本 当にがんばれば、あ んなにス

ムーズに話す こ とがで きるのか。 は じめ は、 聞いて も意 味の分 らない ス ピーチ なんて、

途 中であ きるだろ うな一 と思 っていたが、全然そ んな ことなか った。 どの 人 も前 を向い

てハ キハキ とス ピーチ していて、例 え意味が分 らな くて も、聞いていて ともて楽 しかっ

た。 中にはその場 で ス ピーチ の内容 を再現 して いる人 もいた。私の友 人 も参加 していた

のだが、彼女 も本 当に よく頑張 っていた。そ れを知 っていたか らこそ、他の人 もきっと

多大 な努力 をしてあの場 に立 っていた と分か る。み んな本 当にす ごい と思 った・

(文芸学部2年 生)

見 に行 ってみ ようと気軽 に行 ったのですが 、ス ピーチの レベ ルの高 さに驚 きま した・

眼 をつ むって聞 くとネイテ ィブみ たいで した。今 後は中国語 と韓国語 だけで な く・ ヨー

ロ ッパ語 圏のス ピーチ も聞いてみたいです 。

(文芸 学部2年 生)

いつ も聞いてい る中国語 と違 って、み んな流暢 に話す し、内容 も面 白い ものが多か っ

た。来年 も開催す るならもっとい ろんな部 門が増 える といいな と思 う・

(理工学部2年 生)

み な さんの中国語 ・韓 国語 に対す る興 味、感 已・が100%伝 わ って きました。 第2回 も行

きたいです。

(理工学部2年 生)

ア ッ トホー ムで楽 しめた と思い ます。 そんなにかた くな くて、フェステ ィバ ルで報告

会 とか じゃな くて、その言 語 に対す る感想 の ように思 えたので、他 の外国語 も聞いてみ
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たか った。 ドイツ語 とか。あ とスク リー ンが あったので、訳文 とい うか原文 をス クリー

ンに映 してほ しかったです。聞 き取れ な くて も、中国語 か韓国語が のっていれば読めた

と思 うので、聞 き取れ なか ったのが、 ほとん どで したがヤ ル気が 出 ました。

(理工学部2年 生)

中国語 を学 び始 めて まだ1年 も経 ってい ないので、ス ピーチの内容 はほ とん どわか り

ませんで したが、 これか ら中国語 を学 んでい くうえで参 考 になる部分 はい くつかあった

ので よかったです。 また、中国語 の発音 は難 しい なとも思い ま した。

(学部不明1年 生)

Eさ んの 中国語 、Fさ んの韓国語でのス ピーチ は ともに流暢 で、素晴 ら しい出来であっ

た・Eさ んは後で失敗 した満足 のいか ない発 表だ った な どと仰 ってた ように思 うが 、私

か ら見ればその ようなこ とは全 くな く、非常 にす らす らとで きました。Fさ んは入賞 で

きた ことをお祝 い したい。1回 生 に もかか わ らず、 ネイテ ィブか と思 わせ るほ どで圧倒

されま した。 内容 について は、私 の実力上 、あ ま り読み取 れなかったが、本 当に熱意が

伝わ って きて感動 しま した。感謝 してい ます。

(理工学部3年 生)

5.『 ことばのフェスティバル』発表原稿 中国語、韓国語での発表原稿及び発表原稿の日本語訳

「私が思 う台湾の魅力」

人家好!

我 要介招 我最喜炊的台湾。

首先,我 会知道 台湾因力F4。

看 ∫他イ「]的逢鎮 刷以后,想 要知 道他佃在悦什ム。

所 以,L了 大学 以后,我 斤始学 中文。

我第 …次 去台湾的 日寸候,台 湾 人的熱情 珪我 覚得恨掠 冴。

我 迷路 的吋候 有一一位老 先生用 日文 銀我悦 活,他 眼我悦 活的 肘候 米切 感践 人坂的 感 覚恨

像。

我河他ヌ寸口本是志 ム祥的感 覚,

然后,他 回答我悦台湾的道路和 房子是 日本 人作的 対台湾的 窪没是恨重要的 串情。
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日本在以前有占領這台湾的房史,所 以長輩イ目対 日本人的印象不好。

返件事情珪我覚得恨椋冴。

我覚得台湾最有魅力的地方是他粥熱情。

三分榊不能悦完台湾的魅力,イμ是我想悦的是我恨喜ヌ欠台湾。

沁
0
0
⑩

Z
O
°α

みな さん こんにちは。 私は、Gで す。今 日は私 の大好 きな台湾 を紹 介 したい と思い ます。

まず 、私が台湾 を知 ったの はF4で す。彼 らの ドラマ を見てか ら彼 らの言 って ることが

知 りたい と思い ま した。 だか ら、大学 に入 って中国語 の勉 強 を始め ました。初 めて台湾

にいった時、台湾人の情熱 に とて も驚 きま した。道 に迷 った時、1人 の老 人が 日本語で

話 しかけて くれ ま した。親切 な ところが大阪 人に とて も似 てい る と感 じました。困 って

いる と、いつ も助け に来て くれ ます 。 しか も日本語 を使 って。そ んな ところが とて も親

切 だ と思 い ます。だか ら、台湾 の一番 の魅力 は人々が親切 であ るこ とだ と思 い ます。三

分 では台湾 の魅力は語 り切 れ ませ ん。 しか し、私が言 いたいの は … 私 は台湾が大好

きです11111み な さん有 り難 うござい ま した。H先 生 あ りが とう1111

「私 の小 さな小 さな夢」

今年 暑假,我 去了温 再 華遊 学了 一一ノト月。 酌周在 悟 言学 校,繭 周 在 日系的 貿 易公 司見

>」,也 去 ∫恨 多漂亮的地 方。在那 几,我 也交到 ∫恨 多外国的 朋友。速 是我渡辻 最快 示,

也最 充実的 暑假,而 且迂 有恨 多美好 的回1'乙,井 且学到 ∫互相鴛助的精神。

回到 日本后,我 牙始ヌ寸外 国序 生 ∫米趣。 有一天我被1双 悟的 同学 遽晴参加 国防文化交

流会,那 ノト交流会珪我非常 牙心,因 力在近畿 人学 從没 有這速祥的活功 。男外,今 年我修

汲悟深,所J老 師悦 了恨多台湾的 文化。使我 覚得英 文利中 文ヌ寸我将来 有恨 大影嘲。囚此,

我 決定参加速次的 併演 比審。我想,如 果我没 修速堂 課的活,也i午 我 不会想再去国外,也

不会 想去 ∫解其他国家的 文化,不 会 有机会参加 国防 文化交流会,更 不会想去鼠真学 中文

咀!

因力 有 ∫速称稗的原 因,我 一全・」V」・的夢想,就 是将来能成 カーノト,往 返各各国家的 国防

人。

今年の夏休み、僕 はバ ンクーバ ーに一 ヶ月間 インター ンシ ップに行 きま した。二週 間
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語学学校 で勉 強 して残 りの二週 間は 日系の貿易会社 で働 きま した。 また、 た くさんの き

れいな所 を訪れ ま した。 そこで、多 くの外 国 人の友達が で きま した。今 まで過 ご して き

た中で一 番楽 しく、 また最 も充実 した夏休みで した。 た くさんの思い 出が あ り、お互 い

に助 け合 うこ との大事 さを知 りました。

日本 に帰 ってか ら、僕 は海外 の こ とに大 変興 味が 出 ま した。あ る 日中国語の クラス

メー トである1の 誘 いで国際交流サ ー クルに参加 しました。近畿大学 に こん なサー クル

があ るとは知 らなか ったので、 とて も楽 しかったです。英語 だけでな く、中国語 にも興

味が 出 ました。J先 生が台湾 の文化 についてた くさん話 して聞かせて くれ ました。英語

や中国語 は僕 の将 来にたいへん大 きな影響 を与 え ま した。 この ようにス ピーチ コンテ ス

トに も参加 しま した。海外 に行 って その国の文化 を学 び、国際交流 に も参加 したので、

さらに中国語 を頑張ろ うと思い ま した1

この ような原 因に より、将 来は国際 ビジネスマ ンと して世 界中で活躍す るのが僕 の小

さな夢 です。

「私が台湾 を好 きな理 由」

人家好!!我 姓K,叫L。

我非常 喜炊台湾。 今天,因 力想 吐称粥知道 」気力什広 喜二炊台湾,所 以我把我 喜炊台湾的理

山告1斥人家,,

我 喜1炊台湾的最 人原i大i是因カ ー-4＼偶像はi体叫"一 鷺合海"。 大学 一年扱 的吋候 ,我 在You

TubeL第 一一次看到他イ「」。他イ「」唱歌,跳 舞的祥 ∫,恨 川J!!我 第 一▲眼就 喜炊L∫ 。

以后 我 刑f所 台 湾的 音年,迂 看台湾的 噛1児刷。」気越来越 酌 始 澄 刑 台対創 育的 文化

感米趣。

∴年級的 春假 ,拠 冬」二能ノ冶 湾 ∫。在台湾 娼 ζ:-L県 述去 ∫ノし1分和 西1'J田∫.珍 珠 妨茶,

草苺沐,和 包 壬都好好旧乞li我!

仮 俣 こ全星期,口 ∫是恨楡快,也 恨充実。 珪我 更加喜炊台湾 了。

恵之,台 湾的 音年 恨好1リ〒,屯 親刷 也恨 有趣,有 漂亮的地 方,有 好吃的 余西 ,有 恨 多1川J再

美女,台 湾真是イ＼好地 方()

以 ヒ就一是我 喜玖台湾的理 由。

謝朔大家,所 我的誹演!完 柴 ∫。
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皆 さん こんにちは1私 はKLと いい ます。

私 は とって も台 湾が好 きです。今 日は皆 さん に私の好 きな台 湾 を知 って もらうため

に、私が台湾 を好 きな理 由を発表 したい と思 います。

私 が台湾 を好 きになった きっか けは 「飛 輪海」 とい う台 湾の アイ ドル グループです。

大学1年 生 の時 、私 は初 めて彼 らをYouTubeで 見 ました。彼 らの歌 って踊 っている姿

は とて もか っこよか った1私 は一 目で好 きになって しまい ました。

それか ら、私 は台湾 の音 楽 を聴 くよ うにな り、そ して台湾の ドラマを見 る ようにな り

ま した。私 は ます ます台 湾が好 きにな り、台 湾の文 化 に も興味 を持つ ようにな りま し

た。

2年 生 の春 休 み、つ い に台湾 に行 くこ とが 出来 ま した。台湾 大学 で勉 強 し、九扮 に

い った り、西 門 町に行 った り しま した。 タ ピオカ ミル クテ ィー、 いち ごア イス、饅頭

は とて もおい しか ったです1た った3週 間で したが、 とて も楽 しく充 実 して い ました。

もっと台湾が好 きにな りま した。

つ ま り、台湾 の音楽 は とて もよ く、 ドラマ もとて も面 白 く、 きれいな ところがた くさ

んあ って、お い しい ものがた くさんあ って美男 美女がた くさんいる、台湾 は本当にいい

ところです。

これ らが私の台湾がす きな理 由です。

皆 さん私のス ピーチ を聞いて くれてあ りが とうござい ました1終 わ ります。

麟δ
0
8

Z
P
α

「地下鉄の中で…」
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司到叫 フ偲 。図 碧 望薯叫 叫喜 召{}魁 君譜 李 郎フ1叫 呈州 碧里 ス胴 戴叫ヱ 想4屠
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私が韓国 にホームステイや語学研修 を しに行 った時 、電車 を使 ってい ろんな所へ よく

遊 びに行 ってい ま した。今 回、電車 の中で気 になったこ とや 日本 との違い な どを紹介 し

たい と思い ます。

まず 、韓 国の電車 内で よ く見か けるのが、物 を売 ってい るお じさんや おば さんです。

傘や手袋 な ど、季節や気候 に合 った もの を売 っていた り、CDや 靴 な ども売 ってい ま し

た。

私が高校1年 生 の時、韓 国語 は まだあい さつ ぐらい しか話せ なか った とき、1人 で電

車 に乗 り、初 めて この光 景 を見 ま した。突然 自分 の 目の前 で物 を売 り始 めた人がいたの

で、 ビック リしました。その時、私 は韓国語が よく分 か らず、物 を売 っている人の話す

スピー ドも速 くて、何 がなんだか分か りませ んで したが、周 りにい る人たち を見 ると無

視 している ように見えたので、 自分 も無視す る ようにな りま した。 だか らそれ以来、私

はこの状況 になる と見 ない ように しま した。 もし見ていて、声 をか け られた らどう して

いいのか分 か らないので、本 を読 んだ り、音楽 を聴 いた りして、なるべ く見ない ように

しました。 それに、 じっと してい る時 も、いつか声 をか けられるか もしれない とい う思

いか ら、心臓 が ドキ ドキ して しまい ました。 しか し、商品 に関心が ある人は、売 って い

る人に声 をかけた り、買 った りす る人 もい ま したが、私 にはそんな勇気 が無いので、 こ

れか ら先 同 じ状 況 になって も、売 っている人が 自分か ら離 れてい くの を待 つだ けだと思

い ます。

この他に も、韓国で は地下鉄 内で も電波 があ るので車内で電話 をしていた り、優先座
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席が満員電車の 中で も空 いていた り、座席が シー トでは な くアル ミで 出来 ている電車 が

あ った りな ど、 日本 と異な ることがた くさんあ ります。

海外 へ行 くと、 この よ うな 日本 との違い を見つ ける ことが 出来 るので、 とて もお も し

ろい と思い ます。 これか らも、韓 国だけで な くいろんな国 に行 って、 日本 と異 なる とこ

ろ を見つけてみたい と思 い ます。
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「日本の不思議 な文化」

弥好、我的 名字 叫M。

今天向各位 介紹 日本、 清多美照 。

那ム、各位 所到 日本会想起 什2、?

武 ⊥:、乞妓 、刀、 日本式牛肉火鍋 、 キタ ノタケシ、富{:山 是 日本的 象征。

可是、我 今天要向各位 介≧召的 是美J:U本 的 文化。

讐 如、鞠躬 是H本 的 文化。

准知道鞠躬的意 叉喝?

目本人想表示感 謝的 吋候 和想表示道 漱的吋候 都倣鞠躬。

悟言11穿中有禾II速イ＼1・弓祥 的るぐ西、那是"SUmimaSenn"

"sumimasenn"在iD孟 季中 也有表示感 謝和道漱的
、意志,、

力什2、会有速祥 一一語双美的 単同。

那全力 ∫'考慮、清渚位 、 武着想象。

警如各位 清准拾到r践 包、 武着想象 ・ド。

A「 伯く、掠 ∫銭包吻」

B「 謝謝」

速祥的交談能想象到、在祥的場 要川"sumimasenn"

速句 活是表現 前者対后 者的感 謝的心情。

速全"心 情"是 不能 言表現的。

・般的来悦対 」:其他国家的 人看起 来不 吋思義。

rl∫是、我想各位所r我 的演1井応 咳会明i'Ir。

フ臼1.、我想清各位 史加r解 目本,,

那4＼理 由是、 日本迂 有象"鞠 躬""sumimasenn"・ 祥好的 文化。

謝謝。
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こんにちは、私の名前 はMと いい ます 。

今 日は皆 さんに 日本 についての スピーチ を させ ていただ きます、 どうぞ よろ しくお願 い

します。

さて、皆 さんは 日本 と聞いて何 を思い浮かべ られ るで しょうか?

侍 、芸者 、刀、す き焼 き、富十 山な どが代表的な 日本の象徴であ りま しょうか。

しか し、私 が今 日皆 さんに考 えて貰 いたいのは 日本の文化 についてです。

例 えば、"お じぎ"な どは 日本の文化 であ る と言 えるで し ょう。お辞儀 の表現 する意味

をご存 じの方 はい らっ しゃい ます か?

日本 人は感謝 を表 したい時 も、謝罪 を表 したい時 もお辞儀 を します、 これ と同 じもの は

言葉で もあ ります。それ は"す み ませ ん"で す。

日本語の"す み ません"も 感謝 と謝罪の両方 を表現す るこ とが で きます。

皆 さん想像 してみて下 さい。

例 えば皆 さんが誰 かに財布 を拾 って貰 った と しま しょう。

A「 君、財布 を落 と しま した よ」

B「 す み ませ ん、あ りが とうござい ます。」

とい うようなや りと りが想像 出来 ます。ここで 日本語 の場合"す み ませ ん"を 使 い ます。

この言葉 には"気 持 ち"が 込め られてい るのです。

この"気 持 ち"は 言葉で表現 しないので世 界の人か ら見 れば不思議 に思われて しま うの

です。

しか し、今 この話 を聴いて頂い た皆 さんには分か って頂 けた と思 い ます。

そ して私は皆 さん にもっと日本 を知 って貰い たい と思い ます。

なぜ なら、 日本 には"お 辞儀"や"す み ませ ん"の ように良い文化が まだ まだあるか ら

です。

あ りが とうござい ました。

「私の 中国語 の先生」

人家好!

今天我要演群的題 目是 「我的 中文老 リ市」

L己得我 失一次遇 兄地是在 「台湾留学団」起初述 以力勉是ノト恨戸格的人 ,但i人 枳之 后才

友現地是ノト万朗的人!!

有肘我 覚得他不像・↑＼老リ而。 比如台湾游学団去邊夜市 肘,囚 力地逃的最入迷 ,我 佃便 利



地走 散了。迂是常 対 自己悦 「好痂 煩峨 」那就 是囚力速祥我才覚得地是全的有趣的人。

而 珪他迂像 少女般浪漫,春 天的 肘候 勉会拾櫻花片,而 秋天的 吋候会拾落叶並火 在宅L己

・儲里,我 覚得地恨 可愛。

員然地看起 来不像 老哺,但 是我 覚得是ノト恨 ・∫罪的 老哺。参 加外部演併吋,去 台湾肘地

都恨熱心地箒助我,我 真的恨感 謝地。能遇到速 位老 師 真是 太好 了!

最后感 謝人家r白凝所。i射i射人家!!
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みな さん こんに ちは1今 日私が スピーチす るテーマ は 「私 の中国語 の先生」 です。

思 い出す と、私が初 めて先生 に出会 ったの は 「台 湾語学研 修」 です。初 めは厳 しそ うな

先生 だ と思 い ましたが、 とて も明るい人だ とわか りま した11

私 は、 ときどき先生 っぼ くない人だ なあと思 い ます。 台湾の夜市 に行 った時 も、 自由

に見て歩 くので見失 って しまい ま した。 また、 よ く自分の話 を して くれた り、「面倒 く

さい」 と言 った りします。で も私 はそ こが先生 の面白い ところだ と思い ます。

しか も、乙女 な ところ もあ り、春 には桜 の花 び らを、秋 には落 ち葉 を拾 って手帳 に挟

むそ うで、可愛いです。

先生 っぼ くない ところ もあ りますが 、 とて も頼 りになる先生 です。他の スピーチ コ ン

テ ス トに参加 した時や台湾 に行 った と きに、熱心 に助 けて もらい本 当 に感 謝 してい ま

す。先生 に出会えて本当に良か ったですH

最 後に ご清聴 あ りが とうござい ま した。み な さんあ りが とうご ざい ました11

「三 国演義 の序文 に見る中国文化」

人家 好!

恨高米能 イ∫速全 机会,今 天我 要 在向 人家悦明 一ド美J:中 国 文化的 一些感受。例 如,中

国四 人小悦之 ・的 「ヨ司演 叉」的序中D「逃,漢 穣 ⊥ぐ江 年逝水。 「逝水 」速珂 在此 文中 口∫犀

力1万史、、速句 活的意思是悦,所 イ∫的〃ゾ史都向長江 水 一祥 民流 不息。

駄速句 活之中,我 体 会到r・II国 文化的 佑 大之処。 也珪我深深俊Lf中 国 文化。

力J1想 要更多地 ∫解中国 文化,所 以我 斤始学>Jr中 文。

我的笈 表完 孔)謝 謝 人家!

みな さん、 こんに ちは。私はNと いい ます(発 表会で付 け足 し)。

この ような機会 をいただ き、本当 に光栄 です。今回、私 は、私が 中国文化 について感
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じた ことを皆様 に説 明 したい と思 い ます。

中国 四大小 説の ひ とつ、「三 国演 義」の序文 に、「痕 々長江東逝水 」 とあ ります。「逝

水」 とは、 この文中で は歴 史を意 味 します。つ ま りこの句 は、「歴 史は長江 の水 とと も

に、 とどまるこ とな く流 れる」 と訳す こ とが で きます。

この句 の中に、私 は、中国文化の雄大 な ところを感 じます。

中国文化の こうい う ところが私 は大好 きです。

私 は、 こう した中国文化 を もっと理解 したい と思い、 中国語 の勉強 を始 めま した。

私の発表は これで終わ ります。

あ りが とうござい ま した。

「国際恋愛 を通 じて学 び、感 じた こと」

大家 好

我是O。 我現在是法学 系二年扱的学 生。

速次我想 淡 有美干国防恋愛。

大家ヌ寸国防恋愛有光趣叫?我 覚得 有好的地 方也有不好的地 方。例 如悟 言,文 化,宗 教和

」不境等 等。 因力我 的男朋友是台湾 人,所 以我 対国防恋愛恨 有米趣 。今天能提 出来 珪彼此

分亨井改逃,希 望大家 口∫以給我意 見。

我先来 淡我侑是志 ムL人沢的。有一一天我去 ∫在大 阪的 一同台湾料理店。那 同店的老板娘是

台湾人,剛 好地是我的 男朋友的姑姑。那 肘侯 正好 他来 日本玩。 因此我イ「」就i人枳 ∫。剛鼠

り1日寸候,所 不憧他在悦什ム。但囚力他憧 日悟,而 我会写中文,所 以我伺就用宅L己本交 淡。

因力国籍的不 同,辻 彼此上曾添 ∫恨 多新鮮感,好 像志 ム耳卯都耳卯不完似的 ,悟 言瞬制 也不成

∫同題・眼外 国人 淡恋愛的 肘候,我 覚得 大家最介意 的就是 悟言。量然彼 此想法 恨重要 ,

但是 只要彼此有相 互美杯 的心情,即 使再 多的困雅 也能克服。

多方他的摺忙,我 的中文遊歩了。 交外国男朋友不但外 悟能 力向L ,而 且能学到恨 多外国

文化。在 比的各位 同学 有机会 也交ノト外国朋友口巴。完牛 ∫。

謝 謝大家。

皆さんこんにちは。

私はOで す。私は今法学部2年 生の学生です。

今回私は国際恋愛について話 したいです。

皆 さんは国際恋愛に興味があ りますか?私 は良いところや良 くないところがあると思い
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ます。例 えば、言語、文化 、宗教 、環境 な どです。 私の彼 氏 は台湾 人なので、だか ら国

際恋愛 に とて も興味 があ ります。今 日はお互 いに分か ち合 い、改善 させ るこ とが出来、

皆 さんが私に意見 を与 えることが出来 るの を望み ます。

私 はまず私 たちが どの ように知 り合 ったか を話 します。 ある 日私 は大 阪の一軒の台湾料

理の店 に行 きました。その店の女将 さんは台湾人で、折 よく彼女 は私の彼氏の伯母 さん

です。 その時 ち ょうど彼 は日本へ遊 びに来てい ま した。従 って私た ちはす ぐに知 り合 い

ま した。 ち ょうど知 り合 った時、私 は彼 が なん と言 ってい るのか分か りませんで した・

しか し彼 は 日本 語が分 か り、私 は中国語 を書 くこ とが 出来、 だか ら私 た ちは ノー トを

使 ってお喋 りを しました。

国籍 が違 うので、お互 いた くさん新鮮感 を増 え させ 、 どん なに話 して も話 しきれず、言

語 の問題 もな くな りま した。外 国人 と恋愛 をす る とき、私 は皆 さんが最 も気 にす るの は

言語であ る と思い ます 。お互い になん とか して考 えるの は とて も大切 ですが、 しか しお

互い思いや る気持 ちが有 りさえすれ ば、た とえ多 くの困難 があ って も克服で きます・

彼の助 けのおかげで私の中国語 は上達 しま した。外 国人の彼氏 と付 き合 うこ とは語学力

向上 だけでな く、その うえ多 くの外 国文化 を学ぶ こ とが出来 ます。皆 さん も機 会があれ

ば外 国人の友達 と交流 してみて くだ さい。以上です。

皆 さん どうもあ りが とうござい ま した。
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「中国語 と出会いの大切 さ」

我仔細想,与 人相遇是 重要的事。 困力相遇 改変了我的人生,所 以我止在学 〉」汲 悟。

蚤然我是理 工系的学 生,但 是学 刃汲 悟。我 周囹的 人ヌ寸外 国的 悟 言没抱 着 多大的 米趣,

我 以前也是速祥 想的。忌覚得学 ラコ汲t吾,只 想増加知 枳。不這 今年 与P老1加 相遇,令 我的

想法改変恨 大。P老 リ而是ノト熱情的人,忌 是使我 伯入迷。 有肘候,老 師現消扱的我桐,"学

分 元拾多少我 也出得 起。所以我希望 竹1イ「」L人玖真 真地 学 〉」汲悟,会 悦双悟,速 比什 ム都重

要。"速 一一言令我感功。

現 在我 喜炊学 〉]汲唐,会 悦 一一点 几。蓬 有我将 来希望当 ノト国防化的科学家。 也～午将 来 有

一天
,我 也能像 老リ市 ・祥,遇 児別 的人,令 他佃的 人生得到改変。 珪他 粥像我 一一祥,鼠 力

相 遇是件 世界上最美的串。

僕 は、 出会 い とい うものは重要 なこ とだ とつ くづ く思 い ます・ なぜ な ら・ 出会 いが僕

の人生 を変 え、 だか ら僕 は現在 中国語 を勉 強 してい るのです。
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僕 は理工学部 の学生 だけれ ども中国語 を勉 強 してい ます。僕 の周 りの人は外 国語 に対

してほ とん ど興 味 を持 ってい な くて、僕 も以前 はそ うで した。結局 中国語 を勉 強 して、

た だ知識 を増や そ うと思 っていただけで した。 しか し今年P先 生 と出会い、その ことが

僕の考 えを大 き く変 えたの です。P先 生 は情 熱的 な人で、いつ も僕 たちは魅 了 させ られ

ます。 ある時先生 は、消極的 な僕 た ちに こうお っ しゃい ました。「単位 はい くらで もあ

げ る。 だか ら君 たちに真 剣に中国語 を学 んで、中国語 を話せ るよ うになってほ しいので

す。 この ことは どんな ことよ りも重要 なのです よ。」 この一言が僕 を感動 させ たのです。

今、僕は中国語 の勉強 をす るのが好 きで、少 し話す こ とがで きます。さらに僕は将 来、

国際的 な科学者 にな りたい と思 ってい ます。 もしか した ら将来の ある 日、僕 は先生 の よ

うにな ってい ろい ろな人 と出会い、彼 らの 人生 を変 えるか も しれ ませ ん。彼 らも僕 と同

じようにな り、出会い とい うものは世 界で一番美 しい もの になると思い ます。

「私 の趣味」

fメJ<イ「J女」ρ○

初次 児面,清 多多美照,,

我是 文ど学部 人 泊勺Q、、

今天我想固鋭ri己 的〉<趣侵好倣 全笈表、,

我 駄 初中到高中 一直参加管牙1臥的 川鯨Q

我 是 伽 責打山府 紅,不 冶是打鼓述 是腱 諏外 器,我 都在行、,

螢然柴 ¶げ,有 吋 大家述 会聚集 再 起 演奏鯨 〉」。

当我イ「」団結 在 ・起創作 肖二球的吋候,尤 冶遇到什2、困碓,我 イ「」都会忘1己亡 ,

反而変成 ∫快 年的 一件 事。

杁小 財候 π始,我 就学冠 恨多示器,比 如悦鋼琴 和小提琴 等等。

但是我ヌ寸打 占示 器最感米趣,也 是我最 喜炊的 年器。

音宗対我来悦是不能用任何1吾言来佑込的、,

亡是恥 系着我的心和我的情感的 美妙 余西。

所以我会 一泊:竪 持 自己対 音球的熱枕。

蕩1謝人家!

こんにちは。初 め まして。文芸学部二 回生 のQで す。

今 日は私 の趣味 につ いて話 したい と思 い ます 。

168



私 は中学、高校 と吹奏楽部 に所属 してい ま した。

担当 は打楽器で、 ドラムか ら鍵盤楽器 まで何で もこな します。

卒業 した今で も、皆で集 まって一緒 に演奏 を します。

皆で一つ になって音楽 を作 ってい る ときは、 どんな嫌 なこ とも忘 れるこ とが で きます。

私 は小 さい頃か らピァ ノやバ イオ リンな ど沢 山の楽器 を習 っていたけれ ど、打 楽器 が一

番面 白 くて魅力的です。

音楽 は言葉 を使わず に、 コ ミュニ ケーシ ョンを とれる手段 です。

だか ら私 はこれか らも音楽 を続 けてい くつ もりです。

O
O
⑩

Z
ρ
㎝

「韓国語 を学ぶ」

刈ゼ 尋昇}〔 胡暑 暑ヱ フト朴9!91司 暑 曽ヱ 翌1斗ヱ 想Zト尋 唄01升 喬 暑 川フ1フト到司,

耐号・囲暑 剛♀ フ1入1ろ鳳 告月叫.重}号 ・判セ 望薯(月司ユ ・索}斗 呈唱 ・1日桧 胡刈 君噛 翌

弔・1昔 餓告月τ干.暑 忌 尋昇・ヨ井 ・割司剰刈5ド 雲}剛 三1萩 飯ス1マ},刈レレ糾 翌司ス陞 ヱ

刃L舎譜 ・午 銀戴qo1♀ セ 土州,叫q皇,三 叫叫 号暑 暑胡 尋号(刃暑 碧毬 フ1司フ㌃踏oト,

週望そ}・図 陰 虫又銀 フ1剛 旱唱目叫.暑 尋 叫q皇 し干三叫・回 レ日到 尋号魁薯,早 杏 到D回

ス1朗 早呈 呈旦ス博 、到号(囲暑 号早譜 叫d1セ 翌 刈 入ト書日セ 勉・刃暑 習司望 刈 号早司÷}

裂01フ 梶}書1斗 ユ 想4司 一司 毘01暑 ヱ 銀告月叫.ユ 朗刈 刈三 尋号 司暑 暑早司・里刈 思01

号銀日月 呈晋州 ・同 毬 李 銀セ 早甚 ・1≒一(翫スレ琶到 翌 中 書杢糾 日暑(¶ 号早司÷　旦 骨

暑 とゑ・合日亡卜.王 尋01司 尋 赴号 司暑 号早司÷}旦 君薯 司暑世司一(¶赴号91冠 〒一≦斗 尋テ

魁呈 。1。國 銀暑 吼 スレd到 尋テ里。1暑 胡刈 司糾フレ ド♂暑 剛 司辛 引ゑ告日u}.刈 暑

妊子(刃呈 。1・國 蝕ス1肚 。1裂刈喫 。1。國 耳者 午 銀(咽,尋 テ(刃呈 畳{}苛 セ 葵・1碧 里

看囚銀告日1斗.刈 セ 週子司一ヱ 重}号明呈 日 踏薯010㌃ フ1暑 耳午ヱ 翌薯 叫含01,望 忍司

号早胡叶 裁τ斗セ 想之ト91望 暑司01到 銀告 月叫.暑 忌 斗用司 豊毬 午 銀フ1♀1胡刈 セ 組{}

司皇呈 剛羽叶司微 告月中},尋 テ・判暑 号早誹セ 看刃苦暑 喫ス陞 ヱ,望 皇呈三 日辛 望

層司 と百苛ヱスト脅月τ十.

私 は韓 国の歌 を聞いて歌詞 の意味 を知 りたい と思 った ことが一番の きっか けで、韓 国

語 を勉 強 し始 め ま した。韓 国語 は 日本語 と語順や文法が よ く似 ていてす ぐに実力がつ く

ようになれ ま した。 もちろん難 し くて挫 折す る ときもあ りま したが、私が挫折す る こと

な く続 ける ことがで き上達 したのは、特 に歌や ラジオや ドラマ な どで韓 国語 に触 れ合 う

機会が多 く親密感が続 いていた ことで した。もちろん ラジオや ドラマな どでの韓 国語 は、
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何 の意味なのかほ とん どわか らないけれ ど、外 国語 を勉 強す る時 は生 きた言語 に触 れ合

いなが ら勉 強す ることが一番良 い と思 うのでた くさん聞いてい ます。 それで私 も韓 国語

を勉 強 しなが らい ろい ろ聞い ている と少 しず つだけ ど分か る部分が増 え、 自分 の実力 と

ともに勉 強の楽 しみ にな りま した。 またこの韓 国語勉 強の楽 しみ は夏休 みに韓 国の友達

と韓 国語 で話せた時、 自分の言葉が通 じて会話 で きた時 もっ と大 きくな りました。つた

ない韓 国語 だったけれ ど も会話す るこ とが で きて、韓国語 を話す こ とが とて も楽 し く感

じました。私 に とって友達 と もっ と韓 国語 で話せ るようにな りたい と思 うことが、 もっ

と勉 強 を頑 張ろ うと思 える原動力 となってい ます。 もちろん完壁 に話せ る ように なるに

は専 門的に学 ばなければい けませ んが韓 国語 を勉 強す る楽 しみ を忘 れず、今 後 もい まよ

り頑張 って勉強 したい と思 います。
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6.『 パ ー トナーシ ップ』及 び 『ことばのフ ェステ ィバル』の写真

『パ ー トナーシ ップ』

交流の様 子

鞠㈱ 騨蝉 淋

　ギ讐

野ガ籔1

麟

躍 鍵
　 ゑ

薄 幽,
蝶

,訳軍オが

く 碗)蒜.一 ・
、 ぐ

参加者の様子

『ことばの フェステ ィバ ル』

発表の様子①

第_醒 紅 とばの九 ステ ィバ ル 毒

峯鰹 鍛畿 ア激 語2諺鋏 毒部

、1

凝
晦.

灘
鍵

鵬

舞
喩

灘
灘 鹸

参加者同士の名刺交換

難 轍輪

発表 の様 子②

鋤 鰹 二とばのフエス予イ
£催 ≧f灘穴マ

轟」
○
○
⑩

Z
o
d
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クリスマス ソング合 唱

難
顯
羅
灘
睾

灘
雛

難

、
照

発表者と審査委員

表彰式

集合写真

騰

濃
欝
熱

…

鰭
講

饗

η2


